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解　説
「不用薬品の取扱について」
処理指針ワーキンググループ
教養部教授　岩地道 正
　研究室や講座で不用となった薬品の取扱については以前から環境管理センターへの問い合わせば
少なくなく，特に建物の直営とか移転，スタッフの交代時にはその取扱に苦慮しているという相談
がセンターにしばしば寄せられてきた。また昭和60年12月にセンターが全学的に実施した「環境管
理に関するアンケート」でも，この不用薬品の取扱が大きな問題になっていることが明らかになっ
た。
　そこで，処理指針ワーキンググループで検討を重ね，平成元年度に入りセンター運営協議会でも
数度協議して成案を得た。さらに平成元年11月2日に開催された全学の環境管理センター運営委員
会でこの案が協議され承認された。ここではこの「不用薬品の取扱」について解説すると共に，利
用者の皆さんの協力をお願いしたい。
　今回決まった不用薬品の取扱についての取り決めのフローチャートを図1に示す。このフu一チ
ャートにした炉って，説明を加えてみたい。
　まず環境管理センターから各部局に対して不用薬品リストを作成，センターへ提出する旨の文書
を各部局へ通知する。各部局では各講座，研究室に調査を行い，表1に示す不用薬品調査表に記入
してセンターへ提出する。センターでは各部局からの不用薬品リストをチェックし，それを集計し
て部局に回覧を行う。
　この不用薬品リストを部局内で回覧し，有効利用したい薬品があれば，その希望者がリストに載
っている保有者と連絡をして当事者間で取引を行う。その後，センターへその結果を報告する。
　この回覧の結果，有効利用できない薬品についてはセンターでどのような処置が可能であるかの
検討を行う。すなわち現有のセンターの設備，処理能力，人員で処理が可能かどうか判断し，処理
可能な場合にはその薬品を有機廃液または無機廃液としてセンターに搬入しその処理を行う。．
　処理が不可能な場合には学外の業者で処理できるかどうかを検討し，もし可能であれば処理業者
を紹介し，発生者または部局単位で委託処理を行う。そしてその結果をセンターに事後報告する。
また外部処理も不可能である場合には発生者で保管してもらう。
　以上の手順により不用薬品を取り扱うこととなったが，環境管理センターでは本年度（平成元年
度）中に第1回目の不用薬品保有調査を実施するべく現在準備を進めている。初めての調査という
ことで研究室，講座で今まで保有，保管してきだ多くの不用薬品が提出されることが予測されるが
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円滑な運用が行われるよう皆さんの協力を紙面を借りてお願いしたい。またこの不用薬品の取扱は
有効利用を目標に考えたシステムであることを最後に記して，システムの運用が早く定着すること
を期待したい。
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図1　不用薬品取扱についての取り決め
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表1
部局名品調査表
?
不用
保有者名 学科 講座等
　　薬　　　品　　　名内線　（ラベル記載のものを記入） 製　造
＝[カー名
　級　　　別
ﾁ級・1級・工業用
液　体
ﾅ　体
未開封
J封済 鞭量 購入年 備　　考
特・1・工・不明 液・固 未・開 認・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 ㎡・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 雇・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 ㎡・9
特・1・工・：不明 液・固 未・開 ㎡・9
一
特・1・工・不明 液・固 未・開 ”・9
特・1・エ・不明 液・固 未・開 ㎡・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 認・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 肌4・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 ㎡・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 雇・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 認・
特・1・工・不明 液・固 未・開 磁・
特・1・：1二・不明 液・固 未・開 認・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 鰯・9
特・1・工・不明 液・固 未・開 磁・9
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